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市
町
村
合
併
へ
の
対
応
は

住
民
投
票
で
民
意
を
問
う

柳
村　
　

一
ま
こ
と 

議
員

　
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
受
け
て
の
、

住
民
の
意
向
と
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま

す
。　

2
月
1
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

無
作
為
に
抽
出
の
3,
0
0
0
人

を
対
象
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

2
月
末
締
め
の
速
報
値
と
14
年
7
月

の
結
果
を
比
較
す
る
と
「
回
収
率
」
は

41
・7
％
で
4
・3
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
合
併
の
必
要
性
」
は
合
併
を
す
る

必
要
が
な
い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
合

併
を
す
る
必
要
が
な
い
の
割
合
が
61
・

3
％
で
5.
6
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
前
回
よ
り
合
併
に
反

対
す
る
住
民
の
考
え
が
現
れ
た
結
果
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
意
向
を
定
期
的
に
把

握
し
、
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、

最
終
的
に
は
住
民
投
票
で
意
思
決
定
し

た
い
と
考
え
、
今
年
の
秋
頃
ま
で
に
条

例
制
定
に
取
組
み
ま
す
。

①
村
政
懇
談
会
の
状
況
と
課
題
は
。

②
お
気
軽
ト
ー
ク
の
今
後
は
。

③
住
民
の
提
言
を
反
映
さ
せ
る
施
策
は
。

①
今
年
は
、
5
会
場
で
76
人
と
い

う
少
な
い
参
加
人
数
で
し
た
。
周

知
方
法
、
開
催
場
所
･
日
時
、
参
加

対
象
範
囲
な
ど
反
省
す
る
点
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
情
報
公
開
と
住

民
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策
課

題
的
な
も
の
に
応
じ
て
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

②
普
段
あ
ま
り
意
見
や
要
望
を
す
る
機

会
の
少
な
い
住
民
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
担
当
部
署
で
事
務
事
業
計

画
な
ど
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
20

年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

③
各
種
懇
談
会
の
他
に
、
窓
口
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
投
書
箱
な
ど
で
提
言
を

取
り
入
れ
、
庁
内
で
情
報
の
共
有
を

図
り
村
政
に
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　
　

住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
、
統
一
的
な
運
用

を
図
る
た
め
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
を
伴
わ
な
い
取
組
み
で
あ

る
ゼ
ロ
予
算
事
業
へ
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
見
通
し
の
中
、

経
費
を
か
け
な
い
で
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

地
方
自
治
体
と
し
て
至
上
命
題
あ
り
、

職
員
に
よ
る
一
層
の
創
意
工
夫
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
検
討
し
ま
す
。
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道
路
整
備
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

原
油
価
格
等
の
高
騰
に
対
す
る
農
業
経

営
安
定
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

飼
料
・
資
材
高
騰
に
よ
る
酪
農
経
営
危
機
に
対
す
る
支
援
を

求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

　

本
村
は
、
人
口
５
万
３
千
人
を
超
え
る
全
国

１
位
の
村
に
な
っ
た
も
の
の
、
道
路
に
対
す
る

依
存
度
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
間
を

結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
た
状
況
に

あ
り
道
路
整
備
を
求
め
る
道
路
利
用
者
の
声
は

切
実
で
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の

道
路
整
備
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
道
路

財
源
の
確
保
に
万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。記

①
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
道
路
整
備

や
維
持
管
理
な
ど
を
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
必
要
と
な
る
財
源
を
確

実
に
確
保
す
る
こ
と
。

②
地
方
の
道
路
整
備
が
確
保
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
方
財
政
対
策
を
充
実
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
20
年
3
月
7
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
経

済
財
政
政
策
担
当
大
臣

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
米
価
の
下
落
を
は
じ
め
農
家
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
例

を
見
な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
農
業
経
営
が
安
定
し
、
将

来
に
展
望
が
持
て
る
農
業
政
策
の
支
援
措
置
を

講
じ
る
よ
う
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

し
ま
す
。

記

①
輸
入
飼
料
に
依
存
し
な
い
自
給
飼
料

の
増
産
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に

必
要
な
財
源
を
確
実
に
確
保
す
る
こ

と
。

②
配
合
飼
料
が
高
止
ま
っ
た
場
合
に
お

い
て
も
補
て
ん
が
継
続
さ
れ
る
よ
う

配
合
飼
料
価
格
安
定
対
策
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
。

③
輸
入
穀
物
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
水
田

を
活
用
し
た
飼
料
用
米
の
生
産
及
び

流
通
対
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

④
農
業
用
軽
油
及
び
農
業
者
等
に
対
す

る
軽
油
引
取
税
の
免
税
制
度
の
見
直

し
を
図
り
、
免
税
措
置
の
拡
充
を
図

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
20
年
3
月
25
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣

　

本
村
の
酪
農
は
、
農
業
粗
生
産
額
の

33
％
（
村
勢
統
計
よ
り
平
成
16
年
度
）

を
占
め
る
重
要
な
産
業
で
す
。ま
た
、
食

料
の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
、
国
土
や

自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形

成
な
ど
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て

住
民
の
く
ら
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
飼
料
価
格
の
高
騰
は
、ア
メ
リ

カ
政
府
が
バ
イ
オ
燃
料
の
大
増
産
を
打

ち
出
し
、飼
料
の
主
原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
シ
カ
ゴ
相
場
が
前
年
の
２
倍

以
上
に
は
ね
上
が
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
相

場
が
こ
の
ま
ま
高
止
ま
り
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。配
合
飼
料
の
工
場
渡
し
価

格
は
、一
昨
年
10
月
期
か
ら
６
期
連
続
で

値
上
が
り
し
、同
期
比
で
１
ト
ン
当
た
り

約
１
万
８
千
円
も
上
昇
し
ま
し
た
。
配

合
飼
料
価
格
安
定
制
度
に
も
と
づ
く
補

て
ん
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

農
家
の
負
担
は
１
ト
ン
当
た
り
約
８
千

円
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
酪
農
経
営
は
、
飼
料
・
資

材
の
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、販
売
価
格

へ
の
反
映
の
困
難
な
飲
用
乳
生
産
地
域

に
お
い
て
収
益
性
は
大
幅
に
低
下
し
て

い
ま
す
。

　

国
は
、
緊
急
対
策
と
し
て
、「
農
林
水

産
分
野
に
お
け
る
原
油
価
格
高
騰
対
策
」

と「
平
成
20
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対

策
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
飲

用
牛
乳
向
け
乳
価
は
３
円
程
度
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
充
分
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
自
ら
の
経
営
体
質
強
化
に
よ
り
乗

り
切
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、

本
村
の
重
要
産
業
で
あ
る
酪
農
が
危
機

的
な
状
態
を
脱
す
る
た
め
に
、
下
記
事

項
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

①
融
資
制
度
を
充
実
す
る
こ
と
。

②
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
基

金
に
国
が
積
み
増
し
す
る
こ

と
。

③
加
工
原
料
乳
補
給
金
や
食
肉
・

子
牛
の
基
準
価
格
を
引
き
上
げ

る
こ
と
。

④
乳
価
を
引
き
上
げ
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
。

⑤
国
産
飼
料
を
増
産
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
を
強
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　

平
成
20
年
3
月
25
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総

理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣

議員提出議案
意見書を
国に提出


